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択一式問題 

問題１ 相続の承認・限定承認・放棄に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に

照らし誤っているものの組合せは後記 1 から 5 までのうち，どれか。 

ア 相続人が成年被後見人である場合，相続について単純もしくは限定の承認又は放棄

をすべき期間は，その法定代理人が成年被後見人のために相続の開始があったことを

知った時から起算される。 

イ 相続人が，相続の放棄をした後，自己のために相続財産を処分したとしても，単純

承認をしたものとみなされることはない。 

ウ 相続人が数人ある場合の限定承認は，共同相続人の全員が共同でしなければならず，

当該審判の際，家庭裁判所は，相続人の中から相続財産管理人を選任しなければなら

ない。 

エ 被相続人に妻と 2 人の未成年の子がある場合，妻は，自らの相続放棄と同時に子の

双方についての相続放棄を代理することができない。 

オ 詐欺により，相続の放棄の意思表示の申述をした者は，その原因となっていた状況

が消滅した後 6 か月間において，家庭裁判所に対し，相続の放棄についての意思表示

を取り消す申述をすることができる。 

1 アイ     2 アオ     3 イエ     4 ウエ     5 ウオ 
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問題２ 特別受益又は寄与分に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし正

しいものの組合せは，後記 1 から 5 までのうち，どれか。 

ア 被相続人から生計の資本として贈与を受けた財産の価格が受贈者の行為によって増

加しているときは，その現存価格が特別受益となる。 

イ 特別受益となる贈与の価額が受贈者の法定相続分の価額を超えるときであっても，

受贈者は超えた価格を返還する必要はない。 

ウ 特別受益の有無又は価額について共同相続人間の協議が調わないときは，相続人は

家庭裁判所に特別受益を定めるように請求することができる。 

エ 相続人以外の者であっても，被相続人の療養看護その他の方法により被相続人の財

産の増加について特別の寄与をした者があるときは，協議で定めた寄与分を定めるこ

とができる。 

オ 寄与分に関し協議が調わないときであっても，遺産分割の請求をする場合でなけれ

ば，家庭裁判所に寄与分を定める請求をすることはできない。 

1 アウ     2 アエ     3 イエ     4 イオ     5 ウオ 
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問題３ 更正登記に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし正しいものの

組合せは，後記 1 から 5 までのうち，どれか。 

ア 所有権の登記名義人Ａを別人のＢとする更正登記は，登記上利害関係を有する第三

者の承諾が得られたとしてもすることができない。 

イ 更正登記は，当初からあるべき実体関係を表示する登記であるから，付記登記によ

ることになり，主登記でされることはない。 

ウ Ａ所有の不動産を売買によりＢ及びＣが共同で取得したにもかかわらず，Ｂのみを

登記名義人とする所有権移転登記がなされてしまった場合，Ｂ及びＣ共有とする更正

の登記をすることができ，この更正登記の登記権利者はＣであり，登記義務者はＢと

なる。 

エ 敷地権付き区分建物について不動産登記法第 74条第2項によるＡ名義の所有権保存

の登記をＡ及びＢの共有名義とする更正の登記の申請情報には，表題部の所有者（敷

地権たる権利の名義人）であった者の承諾証明情報を併せて提供することを要する。 

オ Ａ所有の不動産について，Ｂの 1 番地上権及びＣの 2 番抵当権が設定されている場

合，当該不動産の所有権の登記名義をＡＢ共有へ更正する登記の申請の際，申請情報

と併せてＢ及びＣの承諾を証する情報を提供すればＢの地上権及びＣの抵当権の設定

登記は，登記官の職権によりＢ持分に対する登記に更正されることになる。 

1 アイ     2 アエ     3 イウ     4 ウオ     5 エオ 
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問題４ 相続登記手続に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし正しいも

のの組合せは，後記 1 から 5 までのうち，どれか。 

ア 甲土地の所有者Ａが死亡し，その妻Ｂ及び子Ｃが共同相続人である場合，Ｃの債権

者Ｚは，その債権を保全するため，代位により，Ｃの持分についてのみの相続登記を

申請することができる。 

イ 甲土地の所有者Ａが死亡し，その妻Ｂ及び子Ｃの共同名義による法定相続分による

相続登記がＣの債権者Ｚによりなされた後に，Ｂの相続放棄の申述が受理され，Ｃが

単独で甲土地を相続した場合，法定相続分によりなされた相続登記を更正するための

申請情報にはＣの債権者Ｚの承諾があったことを証する情報の提供は不要である。 

ウ 甲土地の所有者Ａが死亡し，共同相続人であるＡの子ＢＣＤが甲土地の共有者とな

ったときは，その旨の登記をする前にＢが甲土地についての持分を放棄した場合でも，

直接ＣＤ共有名義とする相続を原因とする所有権移転の登記を申請することはできな

い。 

エ 甲土地の所有者Ａが死亡し，その後，共同相続人であるＡの子ＢＣＤのうちＢが死

亡した場合において，Ｂには相続人がいないため，Ｂに帰属すべき持分は直ちにＣＤ

に帰属するものとし，直接ＣＤ共有名義とする相続の登記を申請することができる。 

オ 甲土地の所有者Ａが死亡し，子Ｂ及びＣのために共同相続が開始したが，Ｃが相続

分を超える生前贈与を受けていたことが判明し，さらにその後Ｃが死亡した場合，Ｃ

の相続人全員で作成したＣには相続分がない旨の証明書を登記原因証明情報の一部と

して提供して，相続登記を申請することができる。 

1 アイ     2 アウ     3 イエ     4 ウオ     5 エオ 
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問題５ 相続登記手続に関する次のアからオまでの記述のうち，誤っているものの組合せは，

後記 1 から 5 までのうち，どれか。 

ア 甲土地の所有者Ａが死亡し，子Ｂ及びＣの共同名義による法定相続の登記がされた

後に，協議によりＣに寄与分が定められたことにより，共同相続人の相続分が登記さ

れた相続分と異なることとなった場合，当該相続登記の更正登記を申請することがで

きる。 

イ 甲土地の所有者Ａが死亡し，共同相続人であるＢＣＤのうちＢに甲土地を取得させ

る旨の遺産分割協議書を登記原因証明情報の一部としてなされた相続登記の後，これ

を錯誤により抹消した場合，新たにＣが甲土地を取得する旨の遺産分割協議書を登記

原因証明情報の一部として相続登記を申請することができる。 

ウ 甲土地の所有者Ａが死亡し，子Ｂ及びＣの共同名義による法定相続分による登記が

された後，遺産分割により所有権を取得したＣは，当該相続登記をＣの単独所有とす

る更正登記を申請することができる。 

エ 甲土地の所有者Ａが死亡し，その妻Ｂ及び未成年者である子Ｃが共同相続人である

場合に，ＢとＣとの間で，Ｂが相続財産の分配を受けないことを内容とする遺産分割

協議がされた場合には，Ｃのために特別代理人が選任されたことを証する情報を提供

することなく，当該遺産分割協議に基づく所有権の移転の登記を申請することができ

る。 

オ 甲土地の所有者Ａが死亡し，甲土地についてＸが遺贈を受けたが，その旨の登記を

する前に，Ａの子であるＢがＸに対して当該遺贈の全部について遺留分減殺請求をし

た場合には，相続を原因とするＡからＢへの直接の所有権の移転の登記を申請するこ

とができる。 

1 アイ     2 アオ     3 イウ     4 ウエ     5 エオ 
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記述式問題 

問 題 別紙 1 の登記事項の記録（登記事項一部省略）がある甲土地について，平成 27 年 6

月 1 日，司法書士法務太郎は，関係当事者全員からあらかじめ受領していた相続関係の

書類をもとに，別紙 2 及び別紙 3 の相続関係説明図を作成したうえ，関係当事者全員か

ら事実関係 1 から 3 までの事実を聴取し，別紙 4 及びその他登記申請手続に必要な各書

面を受領した。法務太郎は，関係当事者全員から，聴取した事項及び受領した書面から

判明した事実に基づく必要な登記の申請手続等について代理することの依頼を受け，同

日，登記の申請を行った。 

次の問に答えなさい。 

問 司法書士法務太郎が，平成 27 年 6 月 1 日に申請した登記の申請情報を答案用紙の第 1

欄及び第 2 欄に記載しなさい。なお，申請情報としては，解答欄の枠内に記載された情

報だけを記載すればよいものとする。 

 

(事実関係) 

1 甲土地の甲区 3 番で登記された，南田啓太郎の相続の登記については，南田啓太郎の相

続人である南田ひろ子及び南田啓一が平成 26年 3月 10日に相続の放棄をしたことにより，

南田啓二の単独名義としてなされたものである。 

2 事実関係 1 における相続の放棄が南田啓二の詐欺によってなされたものであるとして，

南田ひろ子及び南田啓一は，家庭裁判所に相続の放棄の取消しの申述をし，平成 27 年 5

月 16 日，その申述受理の審判がなされた。 

3 南田ひろ子及び南田啓一は，関係者全員に，事実関係 2 における相続の放棄の取消しに

基づく共有関係にするため，登記の手続に協力して欲しい旨を告げたところ，その全員が

これに承諾をした。 

 

答案の作成に当たっては，次の点に注意して記載しなさい｡ 

1 上記事実中の行為は，すべて適法に行われており，別紙 2 から別紙 4 までの各書面に

提示されていない登記に必要な書面は，法律上すべて適式に作成されているものとする｡

なお，登場する当事者間には，各別紙に記載及び法務太郎が聴取した事実関係に示され

た権利義務以外に，甲土地に関し，実体法上の権利義務関係は存在しない。 

2 甲土地を管轄する登記所は，平成 21 年 4 月 1 日に不動産登記法附則第 6 条第 1 項に規

定する法務大臣の指定を受けた登記所(いわゆるオンライン庁)であり，必要な登記の申

請情報及び申請情報と併せて提供することが必要な情報の提供は，書面を提出する方法

(ただし，磁気ディスクを提出する方法を除く｡)によりするものとする。 
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3 申請人等の氏名又は名称を記載するに当たっては，住所を記載することを要しない｡

また，解答を｢申請人の氏名又は名称｣欄に記載するに当たっては，｢権利者｣，｢義務者｣，

｢所有者｣，｢申請人｣等の表示を記載する。 

4 ① 添付情報のうち，登記原因証明情報及び代理権限証明情報の解答は要しない。 

② 添付情報のうち，登記識別情報，印鑑証明書，住所証明情報については，解答欄

中の｢（要・不要）｣のどちらかを〇で囲んで解答しなさい。｢要｣を選んだ場合には，

（ ）内に例えば｢東京花子の甲土地甲区 1 番の登記識別情報｣，｢東京花子の印鑑証

明書｣，｢東京花子の住民票の写し｣のように個々の具体的な書面の名称を明記し，だ

れの又は何に関するものか特定して記載しなさい。 

③ 添付情報のうち，その他の情報については，①及び②以外で必要な情報があれば，

解答欄中の｢その他の情報｣の次の（ ）内に｢東京花子の承諾書｣のように，個々の

具体的な書面の名称を明記し，だれの又は何に関するものか特定して，記載しなさ

い。また，必要な情報がなければ｢なし｣と記載しなさい。ただし，「前件添付」や｢添

付省略｣等の記載はしない。 

5 甲土地の課税標準の額は 9,000 万円である。また，租税特別措置法による税の減免の

適用はないものとする。 

6 数字を記載する場合は，算用数字を使用する。 

7 訂正，加入又は削除をしたときは，押印や字数を記載することは要しないが，訂正は

訂正すべき字句に線を引き近接箇所に正書し，加入は加入する部分を明示して行い，削

除は削除すべき字句に線を引いて，訂正，加入，削除したことが明確に分かるようにす

る。   

8 記載すべき事項のない欄については，斜線を引きなさい。 

9 一の事実関係を登記に反映させるために行い得る登記の申請が複数ある場合には，申

請件数が最少のものとなる方法，登録免許税の額がより低額となる方法を選択するもの

とする。 

10 別紙は，実際の様式とは異なっている。 
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 別紙 1  

(甲土地の登記記録の記録) 

 

表題部 所   在  新宿区東新宿一丁目 

地   番  1 番 1 

地   目  宅地 

地   積  222.22 ㎡ 

権利部 

甲区 1 番 所有権移転 

平成 23 年 2 月 22 日受付第 222 号 

原   因 平成 23 年 2 月 22 日売買 

共 有 者 埼玉県所沢市北五丁目 5 番 5 号 

持分 2 分の 1 北野甲太郎 

埼玉県所沢市南二丁目 3 番 4 号 

2 分の 1 南田啓太郎 

甲区 2 番 北野甲太郎持分全部移転 

平成 26 年 7 月 16 日受付第 716 号 

原   因 平成 26 年 7 月 6 日相続 

共 有 者 埼玉県川越市川越三丁目 3 番 3 号 

持分 6 分の 1 北野甲一 

埼玉県所沢市北五丁目 5 番 5 号 

6 分の 1 北野甲二 

東京都世田谷区上水五丁目 4 番 3 号 

6 分の 1 北野甲三 

甲区 3 番 南田啓太郎持分全部移転 

平成 26 年 9 月 8 日受付第 908 号 

原   因 平成 25 年 12 月 22 日相続 

共 有 者 埼玉県所沢市南二丁目 3 番 4 号 

持分 2 分の 1 南田啓二 

 

乙区 1 番 南田啓二持分抵当権設定 

平成 26 年 10 月 12 日受付第 1012 号 

原   因 平成 26 年 10 月 12 日金銭消費貸借同日設定 
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債 権 額 金 1000 万円 

利   息 年 5％ 

債 務 者 埼玉県所沢市南二丁目 3 番 4 号 

南田啓二 

抵 当 権 者 東京都新宿区東新宿二丁目 2 番 2 号 

西島丙子 
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 別紙 2  

 

 被相続人 北野甲太郎 相続関係説明図  

 

最後の住所   埼玉県所沢市北五丁目 5 番 5 号 

 

 

 

死亡 平成 26 年 7 月 6 日        住所 埼玉県川越市川越三丁目 3 番 3 号 

（被相続人）北野甲太郎         出生 昭和 48 年 11 月 25 日 

                    （長男）北野甲一 

 

 

死亡 平成 24 年 1 月 2 日           住所 埼玉県所沢市北五丁目 5 番 5 号 

（妻）北野弘子                  出生 昭和 50 年 2 月 5 日 

                      （二男）北野甲二 

 

 

                    住所 東京都世田谷区上水五丁目 4 番 3 号 

                    出生 昭和 53 年 5 月 20 日 

                    （三男）北野甲三 
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 別紙 3  

 

 被相続人 南田啓太郎 相続関係説明図  

 

最後の住所   埼玉県所沢市南二丁目 3 番 4 号 

 

 

 

死亡 平成 25 年 12 月 22 日          住所 埼玉県入間市入間三丁目 3 番 3 号 

（被相続人）南田啓太郎            出生 昭和 42 年 1 月 11 日 

                       （長男）南田啓一 

 

 

住所 埼玉県所沢市南二丁目 3 番 4 号       住所 埼玉県所沢市南二丁目 3 番 4 号 

出生 昭和 18 年 9 月 9 日           出生 昭和 45 年 8 月 19 日 

（妻）南田ひろ子               （二男）南田啓二 
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 別紙 4  

 

寄与分協議書 

 

平成 26 年 7 月 6 日死亡した 埼玉県所沢市北五丁目 5 番 5 号 亡北野甲太郎の遺産につき，相

続人全員において，寄与分に関する協議を行い，遺産総額金 9,000 万円のうち金 3,600 万円分

を二男北野甲二の寄与分として定めることに合意した。その結果，各相続人の相続分は，下記

のとおりとなったことを証明する。 

 

記 

長男 北野甲一の相続分 5 分の 1 

二男 北野甲二の相続分 5 分の 3 

三男 北野甲三の相続分 5 分の 1 

 

平成 27 年 5 月 10 日 

被相続人北野甲太郎 相続人 

埼玉県川越市川越三丁目 3 番 3 号 

北野甲一 ㊞ 

埼玉県所沢市北五丁目 5 番 5 号 

北野甲二 ㊞ 

東京都世田谷区上水五丁目 4 番 3 号 

北野甲三 ㊞ 

 

 


